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■編集／企画人事課広報広聴係

　レ特集公民館設置50周年

　レゆずり葉旧周年のつどい

　　　　　1〉〉OIGE　UP
〉お知らせ・インフォメーション

　　　〉健康・保健コーナー

2・3

4・5

6・7

8～10
11

　　　　　羅鷺儲撫
　　　　噸灘灘隷纐

欝鱒

　二千年蓮（ニツ屋・弁天池）、あじさい公園（落之水）で7月20日（日）、

ミス十日町雪まつりの撮影会が行われました。蓮もあじさいもまさに

今が見ごろ。ぜひ一度出かけてみませんか。市観光協会（暦57－3345）

では観光バスツアーも実施しています。昼食付きで3，500円（子供2，500

円）です。ぜひご利用ください。

十日町駅西口　　あじさい公園　　弁天池（二千年蓮）　　　ニツ屋温泉
　（10：15発）　　　　（10：40～11：15）　　　（11：40～12：05）　　　（12：10～13：20昼食・入浴）

　クロス10　　　　十日町市博物館
（13：45～14：10買物）　　　（14：15～14：45）

十日町駅西口
　（15：15頃）　　　　　　　■運行日

きもの絵巻館or和の風orきもの絹都
　　　（14：50～15：10買物）

7月27日（日）、8月3日（日）、10日（日）
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～
公
民
館
は
今
年
、
設
置
50
周
年
～

　
鐘
　
　

翻
灘
．
撫

中条地区公民館
・中条北分館

・大井田分館

・新座分館

川治地区公民館

・八箇分館
・高山分館
・城之古分館

・関浅分館

六箇地区公民館

・中村分館
・ニツ屋分館

・塩ノ又分館

飛渡地区公民館

・飛渡分館
・東部分館
・池入分館
・稲原分館

　け
　鞭’
慧嚢

　
西
寺
町
の
水
月
庵
を
借
り
て
十
日
町
公
民
館
が
産
声
を
上
げ
た
の

が
昭
和
2
2
年
1
1
月
。
そ
の
後
、
町
村
合
併
に
よ
り
十
日
町
市
公
民
館

と
名
称
を
変
え
、
今
年
”
月
に
満
50
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。
田

年
の
歩
み
の
中
で
、
公
民
館
が
私
た
ち
に
与
え
続
け
て
く
れ
た
の
は

「
出
会
い
・
交
流
・
学
び
」
の
場
で
す
。
今
回
の
特
集
は
、
公
民
館

の
5
0
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

新
憲
法
実
施
記
念
に
設
立

　
昭
和
22
年
4
月
2
8
日
、
当
時
の
十

日
町
町
議
会
は
新
憲
法
実
施
記
念
事

業
と
し
て
、
①
植
林
②
公
民
館
設
立

③
食
糧
増
産
の
三
つ
の
事
業
の
計
画

実
施
を
議
決
し
ま
し
た
。
町
当
局
の

見
識
と
当
時
の
世
相
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
し
て
1
1
月
1
日
、
住
民
の
豊
か

な
文
化
的
教
養
を
高
め
、
郷
土
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
公
民

館
条
例
が
施
行
さ
れ
、
西
寺
町
の
水

月
庵
を
借
り
て
十
日
町
公
民

館
が
誕
生
し
ま
し
た
。
館
長

に
は
山
内
正
豊
さ
ん
、
主
事

に
は
酒
井
梅
吉
さ
ん
、
事
務

員
に
西
郷
美
遊
喜
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
n
月
1
0
日
の
開
館
式
の
席

上
で
中
山
町
長
は
、
公
民
館

設
立
の
目
的
を
「
第
1
に
社

会
教
育
機
関
と
し
て
、
第
2

に
親
睦
機
関
と
し
て
、
第
3ぐ

に
民
主
政
治
の
訓
練
所
と
す
る
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
公
民
館
の

初
心
で
す
。
さ
ら
に
、
町
長
は
公
民

館
が
「
県
下
3
百
の
町
村
に
1
7
で
き

た
。
十
日
町
は
そ
の
模
範
と
な
り
た

い
」
と
、
公
民
館
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
現

市
域
内
の
中
条
、
川
治
、
六
箇
、
吉

田
、
下
条
、
水
沢
の
各
村
に
も
公
民

館
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

草
創
期
の
活
動

　
草
創
期
の
十
日
町
公
民
館
で
は
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
。
昭
和
2
3
年
度
の
事
業
を
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
県
内
外
か
ら
著
名
人
を
講
師
に
招

い
て
、
毎
月
の
よ
う
に
講
演
会
が
開

か
れ
て
い
ま
し
た
。
4
月
2
9
日
に
は

青
年
講
座
が
開
講
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
町
民
各
層
を
対
象
に

各
種
集
会
や
行
事
が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
主
な
も
の
を
上
げ
る

と
、
町
政
報
告
会
、
町
民
慰
安
の
夕

べ
（
猫
八
独
演
会
）
、
町
民
運
動
会
、

敬
老
会
、
芭
蕉
忌
俳
句
大
会
、
町
民

年
賀
交
換
会
、
成
年
式
、
古
橋
選
手

を
囲
む
座
談
会
な
ど
で
す
。
ま
た
、

図
書
の
夜
間
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い

　　　　　　　　　　　璽

　　　　　　　　嚢　　　　　萎

　　　霧　　難 覇
撒

　
　
ヤ
　
テ魏
雛

　
灘

ま
す
。

　
開
館
1
周
年
に
主
事
の
酒

井
さ
ん
は
、
公
民
館
を
「
町

民
の
茶
の
問
か
ら
、
十
日
町

文
化
の
集
積
所
に
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
進
ん
で
中
央
の
講

師
を
招
く
な
ど
、
中
央
の
文

化
と
地
方
の
文
化
と
の
接

触
・
交
流
に
努
め
る
と
と
も

に
、
文
化
創
造
の
た
め
の
機

会
と
場
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
公
民
館
は
青
年
団
・
婦
人
会
・

文
化
協
会
等
文
化
団
体
の
本
部
に
も

な
り
、
そ
こ
に
町
民
の
知
性
を
結
集

し
て
い
ま
し
た
。

公
民
館
組
織
の
確
立

　
2
9
年
3
月
31
日
、
十
日
町
、
中
条

村
、
川
治
村
、
六
箇
村
が
合
併
し
て

市
制
が
施
行
さ
れ
、
公
民
館
は
十
日

町
公
民
館
、
中
条
公
民
館
、
川
治
公

民
館
、
六
箇
公
民
館
と
改
称
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
、
全
公
民
館
に

常
勤
職
員
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
年
6
月
に
、
公
民
館
は
本
館
、

地
区
館
、
分
館
制
を
採
用
し
、
十
日

町
公
民
館
は
十
日
町
市
公
民
館
、
他

の
3
館
は
そ
れ
ぞ
れ
中
条
・
川
治
・

六
箇
地
区
公
民
館
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
飛
渡
地
区
公
民
館
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
市
村
合
併
に
伴
い
、
2
9

年
1
2
月
に
は
吉
田
地
区
公
民
館
、
3
0

年
2
月
に
は
下
条
地
区
公
民
館
、
3
7

年
4
月
に
は
水
沢
地
区
公
民
館
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
本
館
、
7
地
区

館
、
2
9
分
館
と
い
う
全
市
的
な
公
民

館
組
織
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

学
習
・
文
化
活
動
の
推
進

　
4
6
年
1
0
月
、
公
民
館
本
館
は
新
築

の
市
民
会
館
に
移
転
し
、
ホ
ー
ル
や

実
習
室
の
あ
る
公
民
館
と
な
り
、
事

業
の
分
野
が
拡
大
し
ま
し
た
。
「
水
月

庵
公
民
館
」
、
3
6
年
6
月
か
ら
の
旧
十

k
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吉田地区公民館

・吉田分館
・鐙島分館
・真田分館
・名ケ山分館

下条地区公民館
・上新田分館

・上組分館
・下組分館
・東下組分館

水沢地区公民館

・野中分館

・姿分館
・馬場分館

日
町
小
校
舎
転
用
の
公
民
館

を
経
て
、
よ
う
や
く
公
民
館

建
設
の
悲
願
が
実
現
し
た
の

で
す
。

　
ま
た
、
4
8
年
～
6
0
年
の
問
に
7
地

区
館
す
べ
て
新
館
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
今
、
十
日
町
市
の
公
民
館
は
「
市

民
の
生
活
に
根
ざ
し
た
学
習
・
文
化

活
動
を
推
進
す
る
」
と
の
方
針
で
、

本
館
・
地
区
館
を
拠
点
に
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
は
学
級
や
講
座
が
主
体
で
す

が
、
創
作
や
表
現
活
動
、
読
書
活
動
、

自
主
的
グ
ル
ー
プ
活
動
の
助
成
や
世

代
間
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

主
催
事
業
と
は
別
に
、
団
体
や
グ
ル

ー
プ
が
定
期
的
に
公
民
館
を
利
用
し

て
学
習
活
動
や
文
化
活
動
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
公
民
館
利
用
団
体
と
い
わ

れ
、
本
館
で
64
団
体
あ
り
ま
す
。

　
5
0
年
の
歩
み
の
中
で
、
公
民
館
活

動
が
評
価
さ
れ
、
4
1
年
・
5
3
年
・
62

年
と
3
回
、
優
良
公
民
館
と
し
て
文

部
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

来
年
は
青
年
学
級
が
5
0
周
年

　
青
年
講
座
は
、
2
8
年
の
青
年
学
級

振
興
法
の
施
行
に
よ
り
十
日
町
青
年

学
級
と
名
称
を
変
え
ま
し
た
が
、
2
3

年
か
ら
今
日
ま
で
一
貫
し
て
公
民
館

の
中
核
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
2
3
年
度
の
科
目
は
、
国
語
、
史

学
、
物
象
、
経
済
、
社
会
、

英
語
、
生
物
と
補
習
教
育
的

色
彩
が
強
く
、
一
斉
授
業
形

態
の
講
座
で
し
た
。

　
現
在
の
青
年
学
級
は
、
コ
ー
ス
別

学
習
が
主
体
で
す
。
ち
な
み
に
平
成

9
年
度
は
、
焼
き
物
、
パ
ソ
コ
ン
、

エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ
、
軽
楽
器
、

美
術
、
シ
ネ
マ
＆
ビ
ジ
ュ
ア
ル
、
手

話
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
、

の
8
コ
ー
ス
で
す
。
時
流
と
二
ー
ズ

の
変
化
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
そ
の
青

年
学
級
は
来
年
5
0
周
年
で
す
。

　
公
民
館
は
人
々
の
出
会
い
と
交
流

の
場
で
あ
り
、
学
び
合
い
の
場
で
す
。

50

年
の
歩
み
に
学
び
、
今
後
も
地
域

と
生
活
に
根
ざ
し
た
公
民
館
活
動
を

行
い
ま
す
。

水月庵公民館の　繰議

水月庵（水月寺）の問借りから　　　　誕欝騨鮮

出発した・　　　　　　佐野良吉さん
　県内の数多い公民館の中でも　（稲荷町3東・71歳）

お寺に同居していたのは十日町

だけで“水月庵公民館”とも呼ばれた。

　公的施設なので須弥壇だけはカーテンで囲って、位牌

座のある8畳間が図書室、本堂の畳敷きの4部屋が集会

室で、事務室は廊下を仕切るなどお粗未な施設であった。

　だが開館2年後には、優良公民館として県教育委員会

から表彰されるほどの成果を上げた。

　恵まれない施設ながら、県下でも指折りの公民館とし

て高く評価された要因の一つは、スタッフにすばらしい

民間人を起用したからであろう。

　館長は十日町新聞の先代社長の山内正豊さん。主事は

昭和亭旅館の酒井梅吉さん。書記は家主で長らく婦人会

長などを務められた西郷美遊喜さんという顔ぶれであっ

た。

　山内さんは新聞人の鋭い感覚で新しいアイデアを生み

出し、補佐した酒井さんは人使いが上手で、多くのボラ

ンティアを集めて職員不足を補った。

　西郷さんは単なる家主でなく、一家を挙げて公民館の

仕事に協力してくださるなど、みごとな陣容であった。

　すぐれたアイデアの一つが開館早々本堂の壁に“十日

町の未来図”と題して、大洋紙を何枚もつないだ大きな

イラストをはり出した。

　10年後の十日町の夢を描いたもので、独立の公民館や

図書館、博物館などが整備され、上・下水道や都市ガス

が完備し、町内の隅々まで道路は舗装され、流雪溝も網

の目のように張りめぐらされている。ただ民家の屋根は

無雪屋根でなく耐雪屋根が構想されていた。

　こうした近未来の都市像を視覚に訴えながら住民に話

題を提供したことは、公民館はみんなが楽しみ学ぶ場で

あるとともに、町づくりを語り合う住民の茶の問である

というP　Rに大きく役立った。

　また、昭和23年に勤労青年たちの熱意から生まれた青

年講座（学級）も来年は50周年を迎えることになってい

るが、これも水月庵公民館から生まれたことを忘れては

ならない。

　
記
憲
事
業
伝
冒
板

雛
『
わ
た
し
と
公
民
館
」
募
集

o
テ
ー
マ
　
公
罠
館
と
の
出
会
い
、
公
民

　
館
活
動
で
褥
た
も
の
、
公
民
館
活
動
の

　
思
鱒
出
や
感
想
、
公
民
館
へ
の
期
待
な

　
ど
、
ち
ょ
つ
と
し
た
話
題
。
※
文
字
の

　
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
短
文
で
結
構
で

　
す
。

ロ
応
募
先
　
原
稿
に
住
所
、
疑
名
、
隼
齢

　
を
闘
記
の
上
、
8
月
2
5
日
㈱
ま
で
に
公

　
餐
館
黍
館
か
各
地
区
公
昆
館
へ
。
※
応

　
募
作
晶
は
欝
子
に
し
ま
す
。

雛
文
人
懸
愛
じ
だ
奥
多
摩

　
　
　
　
　
　
　
武
蔵
野
を
訪
ね
で

播
期
日
2
月
8
臼
㈲
、
7
日
・
廻
日
。

　
鍵
田
・
路
田
の
各
田
曜
田

口
参
加
費
　
大
人
1
2
、
5
◎
◎
円
（
子

　
僕
1
1
、
醗
◎
0
円
）

口
訪
闇
先
　
畜
測
英
治
記
念
館
、
御
岳
、

　
董
堂
美
術
館
、
婁
多
摩
湖

纏
聞
疑
奢
わ
せ
　
公
民
館
本
館
（
鐙
5
7
－

　
5
◎
1
墨
〉
象
た
は
㈱
共
立
観
鑑
φ
鍛

麗
ー
4
1
2
叢
な
。

籔
記
念
事
業
の
あ
ら
ま
し

●
認
念
式
典
（
n
月
8
臼
㈹
）

●
記
念
誌
の
刊
行

○
巻
フ
塚
ド
作
成

●
展
示
パ
ネ
ル
作
成

○
記
念
鍛
援
館
塞
つ
璽
露
月
2
日
㈱
・

欝
田
㈱
）

○
認
念
俳
翻
叢
会

●
麟
鍵
鰭
雛
貌
集
会
釜
月
2
日
㈹
）

○
分
館
溝
動
交
流
会
（
憩
月
魏
臼
㈱
）

○
学
級
・
講
座
参
撫
者
、
利
用
団
体
の
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懸
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～その活動に
　ボランティアの真髄を見た”～

ゆ
ず
り
葉
の
誕
生

　
～
学
級
の
成
果
を

　
　
　
　
　
地
域
に
還
元
～

　
「
ゆ
ず
り
葉
」
は
、
公
民
館
本
館

が
主
催
し
た
婦
人
学
級
か
ら
誕
生
し

ま
し
た
。
昭
和
6
0
年
か
ら
開
講
さ
れ

た
1
0
回
コ
ー
ス
の
こ
の
婦
人
学
級
で
、

62

年
ま
で
の
3
年
間
、
女
の
歴
史
、

老
後
福
祉
を
考
え
る
な
ど
を
学
習
し

た
仲
問
が
、
自
ら
の
生
き
方
を
探
る

た
め
に
何
と
か
も
う
一
歩
踏
み
出
そ

う
と
、
62
年
7
月
に
手
作
り
ミ
ニ
コ

ミ
紙
を
創
刊
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
婦
人
学
級
の
3
年
目
、
講
師
松
田

鉄
夫
先
生
の
「
女
の
老
い
の
厳
し
さ

は
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
学
習
し
た
は
ず
、

今
年
は
そ
の
厳
し
さ
に
向
か
っ
て
ー

　手作りミニコミ紙を市内のお年寄りたちに無料で

配布して喜ばれている「ゆずり葉」が発会10周年を

迎え7月6日（日）、市民会館ホールで盛大なつどいを

開催しました。つどいでは桑原光江代表が「5周年

のときゆずり葉を枯らさないための水をくださいと

お願いしました。皆さんから栄養たっぷりの水をい

ただき、お陰でm周年を迎えることができました。

ご協力いただいた方々に心より感謝します」とあい

さつ。その後、演親会の演劇や手品、舞踊などのア

トラクション、「ゆずり葉」の活動報告などが行われ

ました。手作りミニコミ紙を媒体にお年寄りたちの

交流を図ろうという、ボランティアグループ「ゆず

り葉」をご紹介します。

歩
で
も
半
歩
で
も
踏
み
出
し
て
み
よ

う
。
学
習
し
て
も
頭
に
大
事
に
し
ま

っ
て
い
て
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。

地
域
に
返
し
て
こ
そ
学
習
が
生
き
る
」

と
い
う
言
葉
が
学
級
生
を
大
い
に
奮

い
立
た
せ
た
と
い
い
ま
す
。

　
自
ら
で
き
る
こ
と
を
何
か
初
め
て

見
よ
う
、
1
歩
で
も
歩
き
出
そ
う
と

話
し
合
い
、
そ
の
結
果
、
手
作
り
ミ

ニ
コ
ミ
紙
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
ミ
ニ
コ
ミ
紙
を
通
じ

て
触
れ
合
い
、
現
在
す
で
に
老
い
を

生
き
て
い
る
先
輩
た
ち
か
ら
学
ぼ
う

と
意
見
が
一
致
し
た
の
で
す
。

ゆ
ず
り
葉
の
命
名

　
「
ゆ
ず
り
葉
」
と
い
う
名
は
会
員

の
提
案
で
、
い
つ
も
「
み
ず
み
ず
し

く
い
た
い
」
「
ゆ
ず
り
合
う
優
し
い
気

持
ち
で
い
た
い
」
と
い
う
願
い
か
ら

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
発
時
は
、
資
金
の
こ
と
、
組
織
、

原
稿
、
編
集
、
何
も
分
か
ら
な
い
不

安
だ
ら
け
で
し
た
。
で
も
「
3
か
月

で
だ
め
に
な
っ
て
も
何
も
し
な
い
よ

り
は
い
い
」
と
い
う
、
捨
て
身
の
考

え
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
学
級
生
に

呼
び
掛
け
る
と
す
ぐ
に
、
3
0
人
ほ
ど

が
応
じ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　
会
員
の
資
格
は
会
費
、
配
布
、
編

集
ど
れ
か
一
つ
だ
け
で
も
、
ま
た
全

部
に
参
加
し
て
も
よ
い
と
い
う
無
理

の
な
い
形
で
や
っ
て
い
ま
す
。
「
ゆ
ず

り
葉
」
の
配
布
（
無
料
）
を
希
望
す

る
方
は
公
民
館
本
館
（
盈
5
7
1
5
0

1
1
）
へ
。

関ロ丑太郎さん
（水野町・96歳）

　
毎
月
1
回
く
る
「
ゆ
ず
り
葉
」
、
届

く
と
す
ぐ
に
す
み
か
ら
す
み
ま
で
目

を
通
し
ま
す
。
知
っ
て
い
る
人
が
出

て
い
た
り
す
る
と
、
「
あ
、
元
気
で
が

ん
ば
っ
て
い
る
な
」
と
安
否
の
確
認

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
「
ゆ
ず
り
葉
」

が
届
け
て
く
れ
る
情
報
は
、
色
々
な

面
で
あ
り
が
た
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
5
周
年
記
念
に
行
っ
た
時
に
は
抽

選
で
「
ゆ
ず
り
葉
賞
」
が
当
た
っ
た

ん
で
す
。
そ
の
賞
品
は
92
歳
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
「
手
か
が
り
ま

り
」
で
し
た
。
今
で
も
大
切
に
部
屋

に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
そ
う
、

一
回
投
稿
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
「
老
人
会
に
は
一
度
も
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
老
人
で
は

な
い
と
い
う
自
負
を
持
っ
て
い
る
か

ら
で
、
こ
れ
が
長
生
き
の
秘
訣
」
だ

な
ん
て
い
う
内
容
で
し
た
か
ね
。
「
ゆ

ず
り
葉
」
の
1
5
周
年
ま
で
長
生
き
し

ま
す
よ
。

　
今
で
も
下
着
な
ど
は
自
分
で
管
理

す
る
と
い
う
几
帳
面
な
関
口
さ
ん
。

今
か
ら
ボ
ケ
て
な
ん
か
い
ら
れ
な
い

と
元
気
で
す
。

幾
～

丸山ヱヨさん
　（中町・77歳）

　
「
ゆ
ず
り
葉
」
の
創
刊
以
来
、
欠

か
さ
ず
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

昔
の
も
の
も
全
部
と
っ
て
あ
る
ん
で

す
よ
。
あ
れ
は
住
吉
町
の
方
だ
っ
た

と
思
う
ん
で
す
が
、
す
ご
く
き
れ
い

な
文
章
を
書
く
方
が
い
た
ん
で
す
。

一
度
会
っ
て
み
た
い
な
、
お
し
ゃ
べ

り
し
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、

川
治
の
方
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
私
と

同
じ
こ
と
を
思
っ
て
い
た
方
が
い
て
、

そ
の
方
の
投
稿
で
住
吉
町
の
方
が
亡

く
な
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
残

念
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。

　
近
所
に
「
ゆ
ず
り
葉
」
を
届
け
て

も
ら
っ
て
い
る
お
年
寄
り
が
結
構
い

て
、
記
事
の
内
容
が
茶
飲
み
話
に
な

り
ま
す
。
前
に
入
院
し
た
と
き
も
病

室
で
「
ゆ
ず
り
葉
」
の
こ
と
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
と
き

詠
ん
だ
句
で
す
。
「
ゆ
ず
り
葉
が
　
と

り
も
つ
隣
の
　
ベ
ッ
ト
か
な
」
私
は

俳
句
を
詠
む
の
が
好
き
な
の
で
、
今

度
ぜ
ひ
投
稿
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
毎
回
「
ゆ
ず
り
葉
」
を

届
け
て
く
れ
る
岡
田
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

4
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、

、



責
任
が
継
続
を
生
む

　
3
号
ま
で
は
B
5
で
4
ぺ
ー
ジ
、

3
0
0
～
4
0
0
部
を
公
民
館
で
印

刷
し
、
会
員
が
持
ち
帰
っ
て
お
年
寄

り
に
配
布
し
て
い
ま
し
た
。
4
号
か

ら
は
独
立
す
る
こ
と
に
し
、
字
を
大

き
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
読
者
の
要

望
に
も
応
え
て
A
4
判
に
し
、
5
0

0
部
を
業
者
に
発
注
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
「
こ
れ
何
？
」
と
不
思
議

に
思
っ
て
い
た
読
者
か
ら
「
ま
っ
て

た
ぜ
の
」
「
毎
月
読
む
の
が
楽
し
み
」

「
私
も
書
い
て
み
る
」
な
ど
の
反
応

が
届
き
、
活
動
に
も
は
ず
み
が
つ
き

ま
し
た
。
お
の
ず
と
編
集
会
議
も
に

ぎ
や
か
に
な
り
、
原
稿
も
届
く
よ
う

に
な
り
、
少
し
ず
つ
で
す
が
軌
道
に

乗
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
趣
旨

に
賛
同
す
る
人
た
ち
の
加
入
で
会
員

も
序
々
に
増
え
、
配
布
枚
数
も
増
加

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
2
月
に
は
、
「
あ
し
た
の

新
潟
県
を
創
る
運
動
協
会
」
主
催
の

情
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
手
書
き
部
門

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
こ
の
受
賞
が

喜
び
だ
け
で
な
く
、
責
任
と
継
続
へ

の
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
4
年
7
月
に
は
創
刊
5
周
年
記
念

　
「
ゆ
ず
り
葉
の
つ
ど
い
」
を
開
催
。

マ
ス
コ
、
、
＼
の
P
R
も
あ
り
、
「
ゆ
ず
り

葉
」
は
し
っ
か
り
と
地
域
に
根
を
広

げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
1
0
周
年
を
迎

え
発
行
回
数
は
1
2
1
号
を
数
え
、

発
行
部
数
約
2
千
部
、
会
員
数
百
余

名
の
成
熟
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
と
な
り
ま
し
た
。
「
ゆ
ず
り
葉
」

の
発
行
を
通
し
て
、
会
員
と
読
者
、

投
稿
者
と
読
者
、
読
者
同
士
な
ど
数

多
く
の
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
隣
市
町
村
や
県
内
外
の

人
た
ち
と
の
交
流
も
生
ま
れ
て
い
る

の
で
す
。

　
手
作
り
ミ
ニ
コ
ミ
紙
「
ゆ
ず
り
葉
」

は
、
多
く
の
お
年
寄
り
た
ち
に
交
流

の
場
を
与
え
、
お
年
寄
り
同
士
・
お

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ず
な

年
寄
り
と
若
者
な
ど
の
絆
を
作
る
た

め
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

桑原光江さん
（ゆずり葉代表）

　
「
出
会
い
か
ら
何
か
が
生
ま
れ
る
」

．
－
1
0
年
前
、
婦
人
学
級
で
の
す
ば
ら

し
い
出
会
い
が
あ
っ
て
「
ゆ
ず
り
葉
」

が
生
ま
れ
、
そ
の
後
「
ゆ
ず
り
葉
」

を
縁
に
し
た
多
く
の
方
々
と
の
出
会

い
の
中
で
、
幹
も
枝
葉
も
大
き
く
育

て
ら
れ
ま
し
た
。

　
忘
れ
ら
れ
な
い
喜
び
は
、
第
1
号

が
出
来
上
が
っ
た
と
き
で
す
。
当
時

の
学
級
担
当
主
事
の
「
魔
法
の
手
」

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
に
、
み
ん
な

自
分
た
ち
が
作
っ
た
よ
う
に
喜
び
ま

し
た
。
そ
し
て
半
年
く
ら
い
が
過
ぎ

た
こ
ろ
、
「
せ
っ
か
く
始
め
た
ん
だ
か

ら
5
年
は
続
け
な
さ
い
」
と
、
当
時

の
梧
沢
公
民
館
長
に
い
わ
れ
、
「
え
1

5
年
も
で
す
か
、
気
が
遠
く
な
り
そ

う
！
」
、
そ
れ
が
な
ん
と
か
続
い
て
5

周
年
の
集
い
が
で
き
た
と
き
は
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
の
時
、
体
験

発
表
を
し
た
8
0
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
「
ゆ
ず
り
葉
さ
ん
は
私
た
ち
を
ス

タ
ー
の
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
作

家
の
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
こ
そ
「
ゆ
ず

り
葉
」
継
続
の
意
義
な
ん
だ
、
参
加

す
る
喜
び
な
ん
だ
と
、
教
え
ら
れ
、

こ
の
最
高
の
褒
め
言
葉
に
一
同
感
激

し
た
の
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
「
表
紙
が
あ
る
と
い
い
ね
」
の
声

が
あ
っ
て
、
1
0
周
年
記
念
に
と
保
存

用
の
表
紙
を
作
り
ま
し
た
。
捨
て
ら

れ
て
も
仕
方
が
な
い
の
に
、
保
存
を

強
要
す
る
の
も
恐
縮
と
思
い
な
が
ら

お
配
り
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
大
事

　
と
に
綴
じ
て
、
繰
り
返
し
読
ん
で
い
る
、

茶
飲
み
話
の
話
題
に
、
眠
り
の
友
に
、

と
保
存
し
て
い
る
方
の
多
い
の
に
び

っ
く
り
、
喜
び
と
責
任
を
感
じ
な
が

ら
、
こ
の
言
葉
か
ら
私
た
ち
自
身
が

　
「
生
き
が
い
」
を
も
ら
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
続
け
る
に
は
自
分
た
ち
の
研
修
も

必
要
に
な
り
、
県
が
開
催
す
る
研
修

会
、
県
や
郡
市
の
社
会
教
育
大
会
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
の
交
流
や
発
表
が
様
々
な
出
会
い

を
生
み
、
交
流
の
輪
と
自
ら
の
視
野

を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
じ
て
私
た
ち
は
、

　
　
は
ん
ら
ん

情
報
氾
濫
社
会
の
中
で
、
高
齢
者
を

対
象
に
し
た
情
報
の
少
な
さ
を
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
「
ゆ
ず
り
葉
」
は
、
そ

の
過
疎
地
帯
を
埋
め
る
役
目
に
な
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
百
余
名
の

会
員
と
と
も
に
、
読
む
こ
と
書
く
こ

と
を
楽
し
む
方
々
と
手
を
携
え
、
今

後
と
も
活
動
を
続
け
て
行
き
ま
す
。

　　　縦覧のお知らせ

　西本町土地区画整理事業の都市計画

決定のための計画案を縦覧します。

■期間　7月28日（月）～8月11日（月）

■時問　午前8時30分～午後5時

ロ場所　区画整理課

　　　　（千代田町・古田島ビル2階）

■問合せ　区画整理課

　　　　　　（暦52－7512）へ。

社会福祉法人あかね会
　　　　　　施設職員募集

■募集職種・人数＝①指導員：男性2

人女性1人（昭和42年4月2日から昭

和54年4月1日までに生まれた高校卒
業以上で、自動車普通免許所持の人）

②栄養士兼事務員：女性1人（昭和42

年4月2日～昭和52年4月1日までに
生まれた人で、栄養士資格があり、自

動車普通免許所持の人）③看護婦兼指

導員：女性1人（昭和37年4月2日～

昭和47年4月1日までに生まれた人で、

看護婦または准看護婦の資格があり、

自動車普通免許所持の人）

■申し込み　8月31日（日）（当日消印有

効）までに①職員採用申込書（市役所

健康福祉課にあります）②卒業・成績

証明書（短大・専門学校以上）③その

他資格証明書の写しを添付し、㈹あか

ね会事務局（〒948－Ol中魚沼郡川西町

大字上野甲2896－2盈68－4013）へ。

　　子ども博物館開催

■日時・内容　8月4日・11日（月）午前

9時～午後3時（11日は正午まで）…昆

虫教室、8月10日（日）午後1時30分～4

時…ウオークラリーとまが玉づくり

■問い合わせ　博物館（盈57－5531）

へ。※博物館では市民の皆さんから博

物館に親しんでいただくため、8月m
日（日）を終日無料開放日とします。ご来

館ください。

　
　
　
～
塒

　
　
　
集
～

り
し
募
時

っ
欝
御

ま
民
参
午

お
大
　
㈲
6

お
眠
日
～

町
虹
日
万
＋
鵬
時
所

　
　
～
　
　
日
場

　
　
　
　
　
■
　
　
■

■日　時　8月25日（月）午後7時～9時

■場　所　本町1～6

　　　高田町1～2、駅通り
■申し込み　8月19日㈹までに参加申

込書（商工会議所、観光協会にありま

す）に必要事項を記入し、十日町市商

工会議所（本町3暦57－5111）または

十日町市観光協会（暦57－3345）へ。

平成9年7月25日号5



TOKAMACHl
まちの声　みんなの声

「ひまわりの会」の皆さん（水沢2・3）

　
花
壇
づ
く
り
を
初
め
て
今
年
で
6

年
目
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
茅

や
雑
草
が
ボ
ウ
ボ
ウ
と
生
い
茂
っ
て

い
た
ん
で
す
。
茅
だ
ら
け
の
無
人
駅

な
ん
て
寂
し
い
で
す
よ
ね
。
で
す
か

ら
「
花
で
も
植
え
た
ら
」
と
、
み
ん

な
で
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
の
会
社
で
も
同
じ
よ
う

に
思
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
、

　　　　　　　　●

今月のテーマは、「我が家を飾る花の

おはなし」です。

　「インターネットに夢中です」

　世界的通信手段インターネット。皆

さんの中にも様々な情報源として活用

している方が増えています。次回はそ

んなあなたの声をお寄せください。電

子メールでの投稿も受け付けています。

Email　tokamaci＠nsv1．tiara．or．jp

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、

　住所、電話番号だけは明記してくだ

　さい。

◆送付先　8月10日（日）までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　盈57－3111内線213）

水
沢
駅
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す

ぜ
ひ
私
た
ち
に
世
話
を
さ
せ
て
ほ
し

い
と
お
願
い
し
た
ん
で
す
。

　
茅
の
根
が
び
っ
し
り
の
土
地
で
す

か
ら
整
地
は
会
社
か
ら
や
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
あ
と
は
す
べ
て
私
た

ち
で
や
っ
て
い
ま
す
。
山
の
落
葉
や

わ
ら藁
、
こ
ぬ
か
で
堆
肥
づ
く
り
を
す
る

ん
で
す
。
初
め
7
百
円
を
出
し
合
っ

て
花
苗
を
買
っ
て
植
え
た
ん
で
す
が
、

た
い
し
た
本
数
が
買
え
ま
せ
ん
か
ら
、

種
を
取
っ
た
り
、
さ
し
芽
を
し
て
増

や
し
て
き
ま
し
た
。

　
秋
に
パ
ン
ジ
ー
の
種
を
ま
き
、
雪

が
ま
だ
あ
る
春
先
か
ら
、
フ
ラ
ワ
ー

ポ
ッ
ト
に
種
を
ま
い
て
苗
づ
く
り
を

し
ま
す
。
で
す
か
ら
雪
消
え
と
と
も

に
パ
ン
ジ
ー
や
水
仙
が
咲
き
出
し
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、

ベ
ゴ
ニ
ア
、
ア
ゲ
ラ
タ
ム
な
ど
、
順

番
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
朝
5
時
過

ぎ
に
集
ま
っ
て
作
業
を
し
ま
す
が
、

駅
の
ト
イ
レ
や
構
内
も
つ
い
で
に
掃

除
を
す
る
ん
で
す
。
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

の
表
玄
関
駅
だ
と
、
私
た
ち
は
思
っ

て
い
ま
す
。

　
水
沢
に
嫁
に
き
た
同
世
代
の
気
の

合
う
仲
間
1
0
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
か
ね
。
名
前
も
あ
り
「
ひ
ま

わ
り
の
会
」
と
い
う
ん
で
す
。
ひ
ま

わ
り
の
よ
う
に
、
明
る
く
ニ
コ
ニ
コ

し
て
い
た
い
で
す
か
ら
ね
。

⑯　　い参ぱんいいて

東京都杉並区井草1－34－16（市内本町2丁目出身・67歳）関口和郎さん

騒

驚灘

　
欝灘
黙
器
馨
薄

　
い
つ
も
お
前
の
書
い
た
字
は
読
め
な
い
と
い

わ
れ
る
悪
筆
の
私
。
そ
れ
な
ら
な
る
べ
く
字
を

書
か
な
い
手
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

住
ま
い
の
杉
並
区
の
区
報
に
「
絵
て
が
み
教
室
」

開
講
の
記
事
が
あ
り
、
さ
っ
そ
く
応
募
し
た
ら

運
良
く
パ
ス
し
ま
し
た
。

　
私
は
絵
て
が
み
は
全
く
の
初
心
者
。
1
日
目

は
小
学
校
五
年
生
の
時
に
佐
伯
先
生
（
現
諏
訪

神
社
佐
伯
宮
司
の
ご
尊
父
）
か
ら
図
画
の
授
業

で
初
め
て
水
彩
画
を
教
わ
っ
た
時
の
気
持
ち
で

し
た
。
そ
の
上
、
定
員
3
0
人
の
ほ
と
ん
ど
が
年

配
の
ご
婦
人
で
男
性
は
2
人
だ
け
。
少
し
戸
惑

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
日
の
題
材
は
O
－
1
5

7
で
評
判
に
な
っ
た
カ
イ
ワ
レ
大
根
で
、
細
い

線
を
描
く
の
も
恐
る
恐
る
で
し
た
。
当
日
の
宿

題
は
「
家
の
冷
蔵
庫
に
あ
る
も
の
」
で
、
次
の

教
室
に
は
皆
さ
ん
が
芽
の
出
た
叢
鶴
や
大
根
を

葉
書
2
枚
に
連
ね
た
も
の
な
ど
愉
快
な
作
品
を

持
参
し
ま
し
た
。
ま
た
「
絵
て
が
み
は
何
を
使

っ
て
も
描
け
ま
す
」
爬
擁
検
で
も
描
い
て
み
ま

し
た
。
隣
の
人
を
斜
め
後
ろ
か
ら
描
い
た
り
も

し
ま
し
た
。
隣
の
ご
婦
人
は
私
の
頭
を
黒
髪
た

っ
ぷ
り
に
描
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
大
変
恐
縮
。

　
楽
し
い
教
室
も
あ
と
1
回
。
私
の
つ
た
な
い

字
も
絵
の
分
い
く
ら
か
減
る
と
一
安
心
で
す
。

　
た
い
し
た
絵
心
が
な
く
て
も
、
道
具
や
題
材

も
何
で
も
よ
い
の
で
す
。
さ
あ
十
日
町
の
皆
さ

ん
も
「
絵
て
が
み
」
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
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高野平吉さん（稲荷町2）

　
初
め
は
芝
生
を
植
え
た
り
、
タ
イ

ヤ
チ
ュ
ー
ブ
を
埋
め
て
子
供
の
遊
び

場
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
殺
風
景
な

の
で
石
で
囲
っ
て
花
壇
を
作
っ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
花
期
の
長
い
一
年

草
を
植
え
て
い
ま
し
た
が
、
毎
年
苗

を
買
う
の
も
け
っ
こ
う
お
金
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
今
は
多
年
草
が
中
心

で
す
。
こ
こ
に
こ
の
花
、
あ
そ
こ
に

こ
の
花
と
勝
手
き
ま
ま
に
植
え
て
い

ま
す
。

　
始
め
て
4
・
5
年
で
、
ま
だ
何
も

我
流
で
す
が
、

分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
本
を
読
ん
だ
り
、

ベ
テ
ラ
ン
の
人
に
聞
い
た
り
し
て
い

ま
す
が
、
な
る
ほ
ど
水
と
太
陽
と
肥

料
が
大
切
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
も
花

に
よ
っ
て
違
う
ん
で
す
ね
。
き
れ
い

に
咲
い
て
欲
し
い
と
思
い
な
が
ら
大

事
に
育
て
る
と
、
き
れ
い
に
咲
く
ん

だ
そ
う
で
す
よ
。
『
花
療
法
』
と
い
う

本
が
り
ま
す
が
、
色
々
な
効
果
が
あ

る
そ
う
で
す
。
私
に
と
っ
て
の
効
果

と
い
え
ば
、
外
に
出
歩
く
回
数
が
減

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
と
に
か
く

雑
草
の
伸
び
が
早
い
で
す
か
ら
、
飲

み
に
行
く
よ
り
草
取
り
で
す
。
健
康

保
持
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
し

ょ
う
ね
。

　
最
近
は
ハ
ー
ブ
も
植
え
て
み
ま
し

た
。
無
農
薬
で
す
か
ら
、
最
高
の
食

材
だ
と
自
己
満
足
し
て
い
る
ん
で
す

よ
。
そ
れ
に
伸
び
切
っ
た
の
は
風
呂

け
っ
こ
う
楽
し
い
ん
で
す
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く

に
入
れ
る
ん
で
す
。
柵
な
ど
も
下
手

な
大
工
仕
事
で
作
っ
た
り
す
る
我
流

の
庭
づ
く
り
で
す
が
、
雪
が
消
え
て

花
芽
が
出
て
く
る
時
期
が
い
い
で
す

ね
。
都
会
の
人
た
ち
に
は
味
わ
う
こ

と
の
で
き
な
い
楽
し
み
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

青
春
功
グ
h
ヴ
ー
4
⑳

《

盲校卒業後、東京の商社に勤めていました
同が、十日町で伸び伸びと生活したくて5

年前に帰ってきました。ふるさとで生活する

魅力は相談にのってくれる友人がたくさんい

て、人々の気持ちが温かいところですね。

趣饗難蝶響誓1レ暮蕩茄罪

ズンには月に4～5回は野尻湖や鯖石川ダム、

上越方面に出かけてブラックバスを釣ってい

ます。バス釣りの醍醐味はなんといっても強

烈な引きと、釣れるまでのかけひきですね。

今年で5年目のスノーボードもさらに上達を

目指したいと思っています。

三』春について意識をしたことはないのです
Fヨが、いつまでもやりがいを持って生活が

できれば、それはその人なりの青春なのでし

ょうね。最後に今の夢は温かい家庭をもつこ

と。夢の実現のためにこれからも一歩一歩が

んばりたいと思っています。

※今が一番充実しているという野村さんの紹介で、次

回は雲谷結城さんにバトンタッチ。

　　　　〆　　　　ねぜ　　　　ノド　　　　
のヤ　ふ

o　 ．．〆　！
ト　　・餅黙覇〆

＼L79頃

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

智
0
3
響
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

表
参
道
ネ
ス
パ
ス
で

郷
土
妻
有
を
売
り
込
む

　
渋
谷
区
表
参
道
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
の
新
潟
県
の
情
報
発
信

拠
点
施
設
「
ネ
ス
パ
ス
」
を
会
場

に
7
月
4
日
か
ら
1
3
日
ま
で
の
1
0

日
間
「
越
後
妻
有
郷
か
ら
　
つ
ま

り
の
こ
こ
ろ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
催
し
は
ネ
ス
パ
ス
開
館

以
来
最
初
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
、

東
京
事
務
所
で
も
東
京
十
日
町
会

の
方
々
を
中
心
に
約
2
0
0
人
に

案
内
を
出
し
ま
し
た
。
7
月
4
日

の
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
本

田
市
長
を
は
じ
め
斎
田
ネ
ス
パ
ス

館
長
、
涌
井
東
京
十
日
町
会
会
長

な
ど
多
数
の
方
々
か
ら
出
席
い
た

だ
き
、
盛
大
に
開
催
を
祝
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
開
催
期
問
中
は
ジ
ャ
ズ
共
和
国

国
会
ラ
イ
ブ
、
枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
会
出
張
会
員
交
流
会
、

松
之
山
ふ
る
さ
と
歌
舞
伎
の
ほ
か
、

ま
ゆ
工
芸
を
は
じ
め
と
す
る
妻
有

郷
の
職
人
工
房
な
ど
多
彩
な
催
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
の
入

場
者
数
は
2
千
8
百
人
に
達
し
、

首
都
圏
の
多
く
の
方
々
か
ら
妻
有

郷
の
良
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
今

後
私
た
ち
の
郷
土
に
多
数
の
皆
様

が
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
主

催
者
の
意
向
と
は
違
い
物
産
を
期

待
し
て
来
場
し
た
方
も
多
数
お
ら

れ
た
よ
う
で
す
し
、
催
し
の
な
い

平
日
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス

タ
ー
中
心
の
展
示
と
な
っ
て
し
ま

い
寂
し
い
感
じ
も
し
ま
し
た
。
今

後
ネ
ス
パ
ス
を
利
用
す
る
に
あ
た

っ
て
の
課
題
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
他
県
の
地
方
館
と

は
趣
が
異
な
る
ネ
ス
パ
ス
の
運
営

は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
新
潟
県
へ
の
理

解
と
首
都
圏
と
の
交
流
が
深
ま
る

可
能
性
は
は
る
か
に
大
き
い
の
で

す
。
ネ
ス
パ
ス
に
大
い
に
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
1
0
日
に
わ
た
る

長
い
期
間
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
さ
れ

た
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の

職
員
の
方
々
、
郷
土
か
ら
参
加
さ

れ
た
多
く
の
団
体
の
方
々
、
出
品

さ
れ
た
方
々
の
ご
苦
労
は
大
変
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　8月8日樹
②交通事故相談　　　　8月11日（月）

③巡回内職相談　　　　8月15日團

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
職
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月
月
後
場
話

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤

か
け
ま
せ
ん
か

ゆ
か
た
で
お
い
で
よ

　
　
コ
モ
通
り
夏
ま
つ
り

笏
日
時
0
8
月
2
日
ω
午
後
6
時
3
0
分
～

10

時
雛
場
所
⊥
局
田
町
1
（
コ
モ
通
り
・

歩
行
者
天
国
）
雛
内
容
U
イ
タ
リ
ア
・
コ

モ
物
産
品
大
バ
ザ
ー
ル
、
盆
踊
り
、
お
楽

し
み
抽
選
会
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
（
出
店
者
募
集
中
）
ほ
か
笏
問
合
せ

H
か
み
つ
ね
（
盈
52
1
2
2
9
2
）
へ
。

地
球
交
響
曲

「
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」

　
　
　
　
　
第
二
番
上
映
会

笏
日
時
H
8
月
9
日
㈹
午
後
2
時
3
0
分
～

（
1
時
5
0
分
開
場
）
影
場
所
口
市
民
会
館

雛
入
場
料
H
千
円
（
前
売
り
、
当
日
共
）

雛
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
H
公
民
館
本
館
、
ク
ロ

ス
ー
0
、
野
上
書
店
、
大
万
書
店
、
朝
日
堂
、

8月14日㈲　高橋信行弁護士

8月28日㈲　栃倉光弁護士

午後1時30分～4時
会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ要予約。

み
さ
伝
（
妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

ほ
か
影
問
合
せ
H
㈹
十
日
町
青
年
会
議
所

（
盈
5
7
1
5
1
1
1
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

雛
日
時
H
8
月
2
1
日
㈱
午
前
9
時
3
0
分

～
11
時
3
0
分
霧
場
所
”
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
笏
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係

へ
。◆

8
月
は
道
路
を
守
る
月
間

　
こ
の
機
会
に
身
の
回
り
の
道
路
の
点
検

を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
い
つ
も
気

持
ち
よ
く
道
路
が
使
え
る
よ
う
、
道
路
環

境
の
整
備
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
道
路
の
異
常
を
発
見
し
た
ら
克
雪
利
雪

対
策
室
維
持
係
へ
。
ま
た
、
道
路
占
用
・

承
認
工
事
の
申
請
や
不
法
占
用
を
発
見
し

た
ら
建
設
課
管
理
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
8
月
1
日
～
7
日
は
観
光
週
問

　
観
光
は
私
た
ち
に
安
ら
ぎ
と
潤
い
を
与

え
、
心
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。
“
ゆ
と

り
と
マ
ナ
ー
で
楽
し
い
旅
”
を
。
観
光
資

諫騰ホ諏製一睦叉
雷十日町市観光構報57廟0500
露鷺鑑しのダイヤ簿025。285鎖7000

雛継認漁1　こんな食中毒億気をつけて

雛1翻漁8消費生活網談事例一夕》一
　　　　　ニンダ後、一部分の起毛が
　　　　　抜けて騨た婦太璽一欝～

8海8～雛25タ醗2ッ欝カー欝の墓礎知
　　　　　識

雛5鞠灘鐸難叢ング樋麹憐を防
　　　　　ぐ権は

源
を
大
切
に
守
り
育
て
ま
し
ょ
う
。

◆
納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
早
目
に
納
付
を

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
2
年
を
過
ぎ

る
と
時
効
で
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
老
齢
基
礎
年
金
や
、

万
一
の
場
合
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
早
目
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
納
め
忘
れ
て
い
た
期
間

の
あ
る
人
に
は
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

納
付
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
近
く

の
銀
行
、
郵
便
局
ま
た
は
六
日
町
社
会
保

険
事
務
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

2
か
月
分
以
上
の
未
納
期
間
の
あ
る
人
は

ー
か
月
分
ず
つ
分
割
納
付
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
分
割
納
付
を
希
望
す
る
人
は
六

日
町
社
会
保
険
事
務
所
（
盈
0
2
5
7
1

70
－
2
2
1
1
）
ま
た
は
市
民
生
活
課
国

民
年
金
係
へ
。

◆
8
月
11
日
㈲
は
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払

日
　
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
8
月
11

日
㈲
か
ら
市
内
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
。

先
般
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
り
し

た
「
老
齢
福
祉
年
金
証
書
」
を
各
郵
便
局

難

㎜
∞
∞
コ
ー
ゴ
ー

　
悟
く
信
く
線
⑭

　
㎜
ほ
く
ほ
く
線

　
　
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誕
生
！

　
ほ
く
ほ
く
線
の
駅
施
設
を
清
潔
に
保
ち
、
花
一
輪
運
動
な
ど
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
う
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
チ
ー
ム
の
任
命
式
が
、
7
月
7
日
㈲
午

前
n
時
3
0
分
か
ら
、
北
越
急
行
㈱
本
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
ス
は
、
ほ
く
ほ
く
線
1
2
駅
で
男
女
各
m
人
の
総
勢
2
0

人
。
市
内
で
は
、
美
佐
島
駅
の
池
田
四
郎
さ
ん
、
池
田
誠
さ
ん
、
し
ん
ざ

駅
の
樋
熊
誠
さ
ん
、
中
島
幸
雄
さ
ん
、
佐
藤
勝
さ
ん
、
十
日
町
駅
の
熊
木

五
郎
さ
ん
、
南
雲
ス
ミ
さ
ん
、
根
津
陽
子
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
「
ほ
く
ほ
く
線
は
皆
さ
ん
の
鉄
道
で
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
育
て
て
い
き
た
い
」
と
の
大
熊
専
務
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
ク
リ

ー
ン
ナ
ッ
プ
ス
を
代
表
し
て
十
日
町
市
の
熊
木
さ
ん
が
「
地
域
を
訪
れ
る

人
の
印
象
に
残
る
駅
、
親
し
み
の
持
て
る
駅
に
な
る
よ
う
少
し
で
も
役
立

ち
た
い
」
と
決
意
表
明
を
し
、
昼
食
を
囲
み
な
が
ら
意
見
交
換
し
て
、
今

後
の
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　　　〈臨時列車運行します〉

①はくたか81号

　金沢発→十日町駅発→越後湯沢着
　9＝37　　　　　　　12＝01　　　　　　　　　12二27

②はくたか82号

　越後湯沢発→十日町駅発→金沢着
　　15二46　　　　　　　　16＝15　　　　　　　18＝34

■運転日　8月3日（日）～18日（月）

　　　　　9月15日（月）・21日（日）

※十日町駅には停車しませんが、はくた

　か83号・84号の臨時運行もあります。
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で
お
渡
し
し
ま
す
。
印
鑑
と
保
管
証
（
緑

色
）
を
持
参
し
て
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
で
も
結
構
で
す
。
お
金
を
受
け
取

っ
た
ら
年
金
証
書
は
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
の
と
き
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養

義
務
者
の
所
得
等
に
関
す
る
届
け
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
（
福
祉
年
金
定
時
申
立
）

用
紙
は
8
月
1
日
こ
ろ
本
人
宛
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
都
合
の
つ
か
な
い
人
は
1
2
日
㈹
～
1
9

日
㈹
の
間
に
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
の

窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
早
目
に
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
笏
間
合
せ
H
市
民
生

活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
定
例
社
会
保
険
相
談
所
開
設
　
笏
日
時

H
毎
月
1
2
日
と
2
5
日
（
た
だ
し
、
8
月
は

8
日
と
2
5
日
）
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※

当
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
の
と
き
は

翌
日
に
変
更
笏
場
所
H
十
日
町
織
物
工
業

協
同
組
合
笏
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
民

年
金
係
へ
。

◆
霧
谷
ご
み
処
分
場
へ
は
迂
回
路
で

　
町
道
田
中
藤
沢
線
の
交
通
止
め
が
延
長

に
な
り
ま
す
。
次
に
迂
回
し
て
く
だ
さ
い
。

笏
通
行
止
め
期
問
H
8
月
1
日
働
～
1
2
月

31

日
㈱
笏
迂
回
路
H
①
市
内
吉
田
山
谷
地

内
よ
り
川
西
町
高
倉
方
面
へ
の
主
要
地
方

道
十
日
町
川
西
線
経
由
②
川
西
町
上
野
地

内
よ
り
仙
田
方
面
へ
の
県
道
山
中
上
野
線

経
由
笏
問
合
せ
H
ご
み
に
つ
い
て
は
十
日

町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
（
費
5

2
1
3

9
2
4
）
、
道
路
状
況
に
つ
い
て
は
川
西
町

役
場
建
設
課
（
暦
6
8
1
3
1
1
1
）
へ
。

◆
生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
に
補
助
し
て

い
ま
す
　
市
で
は
生
ご
み
を
減
ら
す
た
め

に
、
市
内
淀
住
所
を
有
す
る
人
が
「
生
ご

み
処
理
容
器
取
扱
店
」
と
し
て
登
録
し
て

い
る
お
店
か
ら
容
器
を
購
入
し
た
場
合
、

1
個
に
つ
き
購
入
価
格
の
半
額
補
助
（
限

度
額
3
千
円
）
を
し
て
い
ま
す
。
希
望
者

は
次
の
お
店
で
購
入
し
、
補
助
金
を
差
し

引
い
た
金
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
笏

登
録
店
H
▼
十
日
町
市
農
協
▼
片
桐
寅
蔵

商
店
▼
新
潟
ヰ
セ
キ
販
売
十
日
町
営
業
所

▼
ヤ
ン
マ
ー
農
機
新
潟
十
日
町
支
店
▼
柳

電
機
商
会
▼
村
山
土
建
村
山
石
油
▼
フ
ラ

ン
ク
理
容
室
▼
ま
る
こ
し
▼
松
屋
金
物
店

▼
ア
フ
タ
・
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
▼
岩
崎

電
機
▼
西
野
電
化
▼
平
沢
テ
レ
ビ
笏
間
合

せ
H
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
へ
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
総
合
講
座

笏
日
時
・
会
場

8
月

時
間
（
午
後
）

会
　
　
場

募
集

8
臼
働

7
時
～
9
時

津
南
町
中
央
公
民
館

駕
臼
㈱

松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

麹
国
㈱

川
西
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー

駒
臼
㈹

4
時
～
6
時

ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル

30
圏
鱒

7
時
～
9
時

訓
圓
㈲

1
時
～
3
時

笏
内
容
口
①
メ
ー
ル
の
使
い
方
②
W
W
W

の
見
方
や
検
索
の
仕
方
③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
の
実
際
ほ
か
笏
参
加
資
格
H
十
日
町

市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
、
松
代

町
、
松
之
山
町
に
お
住
ま
い
（
お
勤
め
）

の
方
笏
参
加
費
H
無
料
笏
申
込
み
H
企
画

人
事
課
企
画
室
へ
。

◆
行
方
不
明
者
を
捜
す
無
料
相
談
所
開
設

　
相
談
所
で
は
、
全
国
各
地
で
亡
く
な
ら

れ
、
身
元
の
分
か
ら
な
い
方
の
写
真
や
持

ち
物
な
ど
の
資
料
を
多
数
用
意
し
て
い
ま

す
。
笏
巡
回
相
談
所
H
8
月
1
日
働
午
前

9
時
～
午
後
5
時
、
六
日
町
警
察
署
（
費

0
2
5
7
1
7
0
1
0
1
1
0
）
笏
特
別
相

談
所
月
8
月
中
1
か
月
間
（
た
だ
し
土
・

日
曜
日
除
く
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時
、

警
察
本
部
鑑
識
課
（
新
潟
市
・
實
隔
ー
捌

ー
3
1
3
1
）

◆
9
年
度
就
学
猶
予
・
免
除
者
の
中
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
　
こ
の
試
験
は
、
病

気
な
ど
の
た
め
に
義
務
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
、
中
学
校
の

卒
業
資
格
を
持
た
な
い
人
に
対
し
、
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を

認
定
す
る
た
め
、
国
が
行
う
試
験
で
す
。

合
格
す
る
と
高
等
学
校
入
学
試
験
の
受
験

資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
笏
受
験
資
格
目
①

現
在
就
学
猶
予
・
免
除
を
受
け
て
い
る
人
、

ま
た
は
受
け
て
い
た
人
で
、
平
成
1
0
年
3

月
3
1
日
ま
で
に
満
1
5
才
以
上
に
な
る
人
②

就
学
猶
予
・
免
除
を
受
け
て
い
な
い
が
、

義
務
教
育
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
人
（
平
成
1
0
年
3
月
3
1
日
現
在
満
1
6

歳
以
上
に
な
る
人
）
で
、
猶
予
・
免
除
を

受
け
る
の
と
同
等
の
理
由
が
あ
っ
た
と
文

部
大
臣
が
認
め
る
人
笏
願
書
受
付
期
問
月

8
月
4
日
㈲
～
9
月
3
日
㈱
ま
で
に
県
教

育
委
員
会
高
等
学
校
教
育
課
へ
。
笏
問
合

せ
H
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ
。

◆
県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
m
年
度
生
募
集

笏
募
集
期
間
H
推
薦
選
考
（
高
卒
対
象
科

の
み
）
H
9
月
3
日
㈱
～
9
月
1
6
日
㈹
、

一
般
選
考
一
1
0
月
3
日
働
～
1
0
月
1
6
日
㈲

笏
間
合
せ
H
十
日
町
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
費

57
－
1
1
0
5
）
へ
。

◆
9
年
度
海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
保
安

学
校
学
生
募
集
　
笏
受
験
資
格
H
昭
和
4
9

年
4
月
2
日
（
大
学
校
学
生
は
昭
和
52
年

4
月
2
日
）
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
次
に

、

⑭

7
・
8
月
は

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
体
験
月
間

　
私
た
ち
の
回
り
に
は
、
た
く
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
ま
す
。

例
え
ば
、
登
校
時
問
に
黄
色
い
旗

を
持
っ
て
立
っ
て
い
る
、
早
朝
に

駅
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
く
れ
て
い
る
、

な
ど
が
そ
の
一
例
で
す
。
も
っ
と

身
近
か
な
こ
と
で
い
え
ば
、
空
き

缶
や
ご
み
を
拾
う
、
自
分
で
出
し

た
ご
み
は
持
ち
帰
る
な
ど
、
日
常

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
中
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
う
時
の
心
が
ま
え
と
し
て
は
、

・
自
分
に
合
っ
た
身
の
回
り
の
こ

　
と
か
ら
手
が
け
る
こ
と

．
相
手
の
二
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
活

　
動
す
る
こ
と

・
細
く
長
く
、
無
理
を
し
な
い
こ

　
と
・
た
え
ず
学
習
し
、
自
分
を
成
長

　
さ
せ
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
活

動
を
始
め
る
前
に
知
っ
て
お
く
こ

‘
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
手
話
、
車
イ
ス
の
扱
い
方
等
、

学
習
し
て
得
る
技
術
が
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
ら
の
技
術
を
生
か
し
て
活

動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
、
ま
た
日

常
生
活
に
と
け
込
ん
で
活
動
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

・
読
み
聞
か
せ
の
会
ど
ん
ぐ
り

・
ゆ
ず
り
葉
グ
ル
ー
プ

・
点
字
サ
ー
ク
ル
明
窓
会

・
中
条
地
区
福
祉
会
じ
ょ
ん
の
び

　
会・パ
ワ
フ
ル
マ
マ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル

　
ほ
ほ
え
み

・
十
日
町
手
話
サ
ー
ク
ル

な
ど
が
そ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ル
ー
プ
が
、
自
分
た
ち
の
手
で

自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
、
思

い
や
り
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
ま

た
皆
さ
ん
が
楽
し
み
な
が
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
月
問

を
機
会
に
、
身
近
か
な
と
こ
ろ
に

目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま

ず
は
、
や
っ
て
み
る
こ
と
、
そ
し

て
楽
し
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
問
合
せ

　
十
日
町
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー
（
十
日
町
市
社
会
福
祉
協

　
議
会
内
奮
5
7
－
3
1
1
1
）
へ
。

平成9年7月25日号9



該
当
す
る
人
。
①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

人
及
び
平
成
1
0
年
3
月
ま
で
に
卒
業
す
る

見
込
み
の
人
②
高
等
専
門
学
校
の
第
3
学

年
の
過
程
を
修
了
し
た
人
及
び
1
0
年
3
月

ま
で
に
修
了
す
る
見
込
み
の
人
③
そ
の
他

大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し
た
人
な
ど

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
人
笏
間
合
せ
U
第
九
管

区
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課
（
盈
幡

－
幽
ー
4
1
5
1
）
へ
。

◆
自
衛
官
募
集
　
笏
応
募
資
格
⊥
局
校
・

大
学
卒
業
（
平
成
1
0
年
3
月
卒
業
見
込
者

含
む
）
の
人
（
年
齢
制
限
あ
り
）
笏
試
験
の

種
類
H
①
一
般
曹
候
補
学
生
、
曹
候
補
士
、

2
等
陸
・
海
・
空
士
、
航
空
学
生
、
受
付

期
限
“
9
月
9
日
㈹
ま
で
②
看
護
学
生
、

防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大
学
校
学

生
、
受
付
期
限
”
1
0
月
1
4
日
㈹
ま
で
笏
試

験
日
H
男
女
と
も
受
付
時
に
指
定
勿
身
分

U
特
別
国
家
公
務
員
笏
問
合
せ
目
市
民
生

活
課
市
民
係
ま
た
は
自
衛
隊
長
岡
出
張
所

　
（
盈
0
2
5
8
1
33
1
0
2
5
6
）
へ
。

◆
愛
称
の
募
集
　
現
在
、
塚
原
町
に
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る
精
神
薄
弱
者
通
所
（
通

勤
）
授
産
施
設
、
精
神
障
害
者
入
所
（
宿

泊
）
授
産
施
設
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

笏
募
集
期
問
n
8
月
1
日
働
～
31
日
㈲

（
当
日
消
印
有
効
）
笏
応
募
方
法
目
精
神
薄

弱
者
通
所
授
産
施
設
、
精
神
障
害
者
入
所

授
産
施
設
ご
と
に
、
は
が
き
1
枚
に
つ
き

1
点
の
愛
称
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業

を
明
記
の
こ
と
笏
賞
品
H
採
用
1
点
（
商

品
券
1
万
円
）
佳
作
若
干
（
商
品
券
3
千

円
）
笏
応
募
先
H
〒
脇
十
日
町
市
千
歳
町

3
1
3
十
日
町
市
役
所
健
康
福
祉
課
へ
。

◆
第
31
回
県
民
芸
術
祭
文
芸
部
門
作
品
募

集
　
笏
種
目
H
①
小
説
（
姻
字
詰
原
稿
用

紙
50
枚
以
内
）
②
詩
（
姻
字
詰
原
稿
用
紙

40
行
以
内
で
現
代
詩
）
③
短
歌
（
1
人
新

作
5
首
を
1
編
）
④
俳
句
・
川
柳
（
1
人

新
作
5
句
を
1
編
）
笏
募
集
期
間
H
8
月

15

日
働
（
当
日
消
印
有
効
）
笏
応
募
先
H

〒
蜘
1
7
0
新
潟
県
環
境
生
活
部
文
化
振
興

課
へ
。
※
封
筒
表
面
に
「
県
民
芸
術
祭
文

▲＝
O
O
二輪車の安全な乗り方を身につけましょう
　二輪車を運転するときは、その特性を意識して安

全運転に努めましょう。

〈スローガン〉夏の道ゆとりの心でさわやか運転

〈運動の重点〉1嘉媛韓鍵の徹底

　例年この時期は、暑さによる睡眠不足や疲労、お

盆・お祭り等で飲酒の機会が多くなり重大事故が多

発しています。各家庭で十分に注意しましょう。

6月中の交通事故発生状況　　　（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
9年 11（91） 12（103） 0（2）

8年 20（99） 28（123） 0（1）

〈注意〉　国道117号の諏訪町入り口から学校町・

川原町・田川町・新座第1の間は午前7時30分から

8時30分までの1時問は児童生徒の通学時問で、道

路幅が狭く危険なため、上り一方通行に規制されて

います。運転者の皆さん、きまりは正しく守りまし

ょう。

芸
作
品
○
○
部
門
応
募
原
稿
」
と
朱
書
き

す
る
こ
と
（
智
幡
i
獅
1
5
5
1
1
）

加
し
ま
せ
ん
か

鵬
購
広
く
異
文
化
を
知
ろ
う

笏
日
時
H
8
月
6
日
㈱
午
後
1
時
3
0
分
～

笏
場
所
H
公
民
館
本
館
雛
内
容
H
韓
国
大

学
生
の
講
話
笏
参
加
資
格
H
1
5
歳
以
上
の

人
霧
参
加
費
目
2
百
円
（
当
日
持
参
）
笏

申
込
み
H
8
月
4
日
㈲
ま
で
に
社
会
教
育

課
（
公
民
館
内
盈
5
7
－
5
0
1
1
）
へ
。

え
ぷ
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

笏
日
時
・
内
容
H
①
8
月
5
日
㈹
午
前
1
0

時
30
分
～
午
後
1
時
3
0
分
（
さ
わ
や
か
な

夏
の
食
事
）
②
8
月
1
9
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0

分
～
午
後
5
時
（
夏
休
み
！
親
子
で
楽
し

く
ク
ッ
キ
ン
グ
と
施
設
見
学
）
雛
場
所
“

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
笏
参
加
費
H

①
5
百
円
、
②
一
家
族
千
円
雛
定
員
H
1
8

人
（
先
着
順
）
笏
問
合
せ
H
東
北
電
力
㈱

十
日
町
営
業
所
（
費
52
1
3
1
0
7
）
へ
。

軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
主
催
盆
踊
り

笏
日
時
U
7
月
3
0
日
㈱
午
後
－
時
3
0
分
～

4
時
貌
場
所
H
市
民
体
育
館
笏
参
加
費
U

無
料
霧
内
容
H
十
日
町
小
唄
、
深
雪
甚
句
、

相
川
音
頭
ほ
か
㌶
申
込
み
”
当
日
体
育
館

で
。

獺

　　　　　　　　S
　　　　　　　t
　　　　『　　O
　　　　●、

陸
上
競
技
場
に

　
　
来
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
十
日
町
市
陸
上
競
技
協
会

　
当
協
会
が
主
催
す
る
事
業
の
中

か
ら
、
陸
上
競
技
を
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け
る
も
の

を
紹
介
し
ま
す
。

●
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

　
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
日

本
代
表
で
、
当
市
出
身
の
小
林
雅

幸
選
手
が
所
属
す
る
チ
ー
ム
の
監

督
・
新
宅
永
灯
至
氏
を
講
師
に
招

い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
世
界
で
数
多
く
活
躍

さ
れ
た
方
の
技
術
や
指
導
、
そ
し

て
人
柄
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

競
技
者
・
愛
好
者
・
指
導
者
へ
の

カ
ン
フ
ル
剤
と
な
り
、
ま
た
陸
上

競
技
の
普
及
振
興
に
つ
な
が
れ
ば

と
い
う
目
的
で
始
め
た
も
の
で
す
。

　
毎
年
テ
ー
マ
を
設
け
て
、
小
学

生
か
ら
一
般
ま
で
を
対
象
に
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
の
基
本
か
ら
応
用
ま
で

を
、
実
技
を
交
え
な
が
ら
熱
心
に

指
導
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
参

考
に
な
る
教
室
と
い
う
こ
と
で
、

受
講
さ
れ
た
方
々
か
ら
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

●
長
距
離
カ
ー
ニ
バ
ル

　
市
陸
上
競
技
場
の
完
成
と
長
距

離
・
駅
伝
王
国
と
し
て
特
色
の
あ

る
大
会
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
か

ら
開
催
さ
れ
た
大
会
で
、
名
前
の

と
お
り
長
距
離
種
目
の
み
で
す
。

　
毎
年
秋
分
の
日
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
ち
ょ
う
ど
秋
か
ら
冬
の
駅

伝
・
マ
ラ
ソ
ン
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

し
て
の
時
期
で
も
あ
る
こ
と
か
ら

調
整
を
兼
ね
、
県
内
外
か
ら
一
千

人
を
超
す
参
加
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
大
会
で
は
、
毎
年

実
業
団
や
大
学
で
活
躍
し
て
い
る

選
手
を
迎
え
て
の
レ
ー
ス
を
組
ん

で
い
ま
す
。
普
段
な
か
な
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
国
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
を
目
の
あ
た
り

に
し
、
声
援
を
送
る
観
客
か
ら
は

「
オ
ー
ッ
」
と
い
う
驚
き
の
歓
声

が
起
き
る
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
レ
ー

ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
陸
上
競
技
場
で
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
年
間
い
く
つ
か
の
大
会
等
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
陸
上
競
技
場

に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
ぜ

ひ
、
ご
観
戦
・
ご
声
援
く
だ
さ
い
。
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心
の
健
康
相
談

霧
日
時
H
8
月
1
9
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
影
場
所
H
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
霧

担
当
医
”
山
下
医
師
（
中
条
病
院
）
霧
間

合
せ
ロ
十
日
町
保
健
所
（
暦
5
7
－
2
4
0

0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

保
健
所
健
康
診
断

霧
日
時
昌
8
月
7
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
饗
場
所
月
十
日
町
保
健
所
霧
担
当
医

H
石
川
医
師
（
津
南
病
院
）
霧
申
込
み
H

十
日
町
保
健
所
へ
。

雛
轟
羅
馨
囎
談
欝
翻
磯
鷲
贈
韓
懸
鎌
鍵

懸
慰
蒙
馨
総
。
灘
鐵
鎌
灘
懸
ぽ
灘
襯
韓

灘
懸
驚
繋
．
欝
譲
鍵
鱗
灘
欝
畿
羨
礫
灘

　
　
纏
麟
簗
褻
雛
…
難
譲
ー
鑛
嬢
鑑
繋

む
し
歯
予
防
デ
i

～
2
歳
児
歯
科
検
診
の
結
果
よ
り
～

　
6
月
8
日
㈲
保
健
セ
ン
タ
ー
で
2
歳
児

歯
科
検
診
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
十

日
町
市
・
中
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会
が
む
し

歯
予
防
デ
ー
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
歯
科
検

診
の
結
果
か
ら
幼
児
期
の
む
し
歯
予
防
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
年
受
診
し
た
1
6
0
人
の
幼
児
の
検

診
結
果
（
表
1
）
を
み
る
と
、
む
し
歯
り
患

率
は
3
0
・
6
％
で
お
よ
そ
3
人
に
1
人
が

む
し
歯
を
も
っ
て
い
て
、
一
人
平
均
む
し

歯
本
数
は
ー
・
0
3
本
で
し
た
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
地
区
別
状
況

で
す
。
り
患
率
が
市
平
均
よ
り
高
い
の
は

水
沢
・
中
条
・
下
条
地
区
。
一
人
平
均
む

し
歯
本
数
で
は
水
沢
・
中
条
・
吉
田
地
区

が
古
同
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
地
区
で
は
3
歳
児
歯
科
検
診

や
各
保
育
園
・
幼
稚
園
の
歯
科
検
診
で
も

り
患
率
や
む
し
歯
本
数
が
高
い
傾
向
に
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
む
し
歯
を
防
ぐ
お
や
つ
の
与
え
方
〉

　
む
し
歯
の
原
因
を
歯
の
質
と
考
え
が
ち

で
す
が
、
生
活
の
し
か
た
（
と
り
わ
け
お

や
つ
の
与
え
方
）
が
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
む
し
歯
を
防
ぐ
お
や

つ
の
与
え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
お
や
つ
の
時
問
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

②
お
や
つ
の
量
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

③
お
や
つ
を
食
べ
た
ら
す
ぐ
に
歯
を
み
が

　
く
よ
う
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
検
診
で
む
し
歯
が
み
つ
か
っ
た
ら

早
め
に
治
療
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
の

　
8
　
　
　
　
本

　
　
　
　
ー
3
　
　
2
　
　
L
　
　
O

　
6（H9

表1地区別むし歯り患率と
　　　　一人平均むし歯本数

50．0
46．2

L94

0
　
8a
O

2
　
L

　　　　　33．3

L54

0，42

23．8

0．48

30・6　　29．3

　　　　　23．3

LO30．93 LO

鮒
5
0
4
0
3
0
2
0
1
0
0

水
　
沢

吉
　
田

下
　
条

中
　
条

新
　
座

大
井
田

川
　
治

十
日
町

市
平
均

甲8月の休日救急医

3日（日）

山口医院（下条中央通り）姪55－2003

10日（日）

長山医院　（津南町）盈66－2877

中条病院（北原）暦57－3018
17日（日）

大島医院（川原町）盈52－2957
24日（日）

大坪医院（四日町新田2）盈57－6100

31日（日）

田中外科医院（田中町本通り）奮52－2403

むし歯のないよい歯の子
　6月の3歳児健診を受けた子31人

者
郎
至
成
郎
　
明
一
春
　
志
彦
行

護
太
　
　
　
一
忠
　
　
　
　
裕

保
耕
孝
康
申
　
英
昭
光
　
誉
克
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
溜
道
畑
署
搬
晒
匿
原

住
駅
水
江
麻
鮪
副
藷
欝

　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
子
太
也
希
子
気
郎
穂
琳
優
裕
子

子

の
輝
祥
睦
光
唯
元
太
里
果
泰
彩

歯
亜
　
　
　
　
夕
　
　
昭

凝
・
澤
野
根
澤
島
田
巻
下
藤
村

　
関
金
庭
枷
曽
金
中
島
藤
宮
近
田

8月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児
3歳児健診
騰響児／

6日

体）

午後1時10分

　～1時45分
6年2月
生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診
21日
休）

午後1時10分

　～1時45分
8年2月
生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

20日
（水）

午後1時10分

　～1時30分
9年4月
生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
5日
（火）

午前9時30分

～10時15分

7年2月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

19日
（火）

8年10月
生まれの乳児

麟獅朝

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人‘よ小児がん（神経芽細胞
　腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成6年3月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。9月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、8月15
　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課健康増進係ま
　で連絡してください。

8月の健康相談
会　　場 期日 時　　　間

保健センター
4・11・18
25日（月） 午前9時～11時30分

川治地区公民館
12日（火）

午前9時～11時30分

北　和　会 館 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 21日休） 午後2時～4時

羽　根　川 井
斗士 22日㈹ 午前9時～11時30分

水沢地区公民館

8日㈹
午前9時～11時30分

平　　成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

22日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

8月の献血車
◆全血献血　4日（月〉（終日）下条地区公民館

＊受付時間は午前10時～正午、午後1時～3時
◆成分献血　4日（月）（終日）下条地区公民館

　　　　　　18日（月）（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。

ププ　平成9年7月25日号
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　1899年、電池の発明者であるアレッサンドロ・ボルタ（コ

モ市出身、1745～1827）を讃える博覧会が、コモ市で開か

れました。この時、あるコモ市民が、この偉大な物理学者

の住まいを照らすために記念として灯台を立てることを提

案むました。住まいを照らし出すことにより、象徴的なボ

ノレタがいまなお生存しているように見えるからです。そし

て募金を始めましたが十分な金額が集まらず、すぐに立て

ることができませんでした。その28年後、ちょうど没後100

年目の1927年、コモ市を見下ろすブルナーテの町の丘に、

ようやく立てることができました。9月8日に開会式が行

われ、、コモとブルナーテの市立楽団の喜びの演奏後、灯台

は動き始めました。

　灯台は八角形で高さが29mです。内部には143段のらせん

階段があり、登るとすばらしい眺望が広がります。灯台の

装置は、回転放物面鏡を通して3枚の色板へ光線を送りま

す。この光線は50km以上離れたスイス国境当たりからも確

認することができます。灯台の3つの光線の色は何色でし

ょうか。想像してみてください。分かりやすい色ですよ。

もちろんトリコローレ（イタリア国旗）の色、緑、白、赤

の3色です。

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。

㌦

学園七不思議！？
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心をつなぐ
　　あすなろ太鼓

吉田小学校

漏．16

難舞

雛

．露撫

鱗
1鍵，

1

　　　　欝
　　灘難灘鑛紘，灘轡後も’進んで練習するよ

　　　　　　　　　　耳の不自由な方にも、太鼓の響きは確かに

　　　　　　　　　　伝わったらしく、涙を流して喜んでくださ

　　　　　　　　　　いました。そのことに子供たちは、とても

　　　　　　　　　　感激しました。

　　　　　　　　　　　太鼓の魅力は、ますます広がっていきま
澱舗

　ドンドコドコドコ…今日も体育館にあす

なろ太鼓の勇壮な音が響き渡ります。

　昭和56年に結成されたあすなろ太鼓は、

以来10数年、子供たちの手から手へと受け

継がれてきました。62年には渡米、また、

，平成4年にはテレビ放映されるなど文字ど

おり吉田小学校の顔となっています。

　4年生になると全員がクラブ員となり、

6年生から厳しくも温かい太鼓の手ほどき

を受けます。バラバラだった音が次第に重

なり始め、やがて一つの響きに変わってい

くころ、子供たちは太鼓が大好きになりま
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十目町市民の願い 市の木
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限
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市の花
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